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１７日（火）に「徳島県児童生徒６万５千人のいじめ防止一斉学習」が県内の小・中・高等学
校で一斉に行われました。全国でいじめの認知件数が過去最多となり、県教育委員会の呼びかけ
でいじめ問題についてみんなで考え、意見を出し合いました。
いじめはどこの学校でも起こりうる可能性があります。いじめは絶対見逃してはならない犯罪

であるという認識をもち、いじめを早期発見・早期解決できる学校でなくてはなりません。いじ
めをしている人はもちろん、いじめをみても知らん顔をしている人、余計な告げ口をしていじめ
が起こるきっかけをつくってしまっている人、それぞれが自分のことを客観的に見つめ直してい
かなくてはいじめはなくなりません。いじめを「しない・させない・見過ごさない」学校にして
いきましょう。

１９日（木）目安箱の中に「他学年との交流をする機会がほしい」という意見があり、生徒会
役員が検討した結果、学年の枠を越えた球技大会をしようということとなりました。生徒総会で
は、鬼ごっこがしたいという意見もでていましたが、今回はソフトボール、ソフトバレーボール
ソフトドッジボール、卓球の４種目となりました。大変寒い一日で心配しましたが、幸い昼から
は太陽も顔を出してくれました。どの競技も笑顔で楽しそうに活動できていました。「やってよ
かったな」と思える取り組みでした。企画してくれた生徒会のみなさんお世話になりました。

それでは、みなさん 素敵なクリスマスとお正月をお過ごしください。
よいお年をお迎えください。


